
　項⽬の固定表⽰について

■⽉や上期下期、四半期といったDataNatureで⾃動⽣成される⽇付期間データの固定表⽰
「表⽰」メニューから「⽇付オプション」を選択し表⽰されるダイアログで、以下の設定をチェックオンにすると
下図のようにデータがない状態でも12か⽉分表⽰します。テンプレート登録・保存しておけば固定表⽰となります。

⽇付オプションの設定︓　■期間、⽉のデータ表⽰は、すべての範囲を表⽰する。

■表項⽬の固定表⽰
「スポット集計」と「項⽬ロック」を利⽤して、固定表⽰ができます。
下図のように、札幌店では、「ふとん乾燥機」の実績がなくセル⾃体が表⽰されていません。
実績のなかった項⽬のセルも表⽰するように設定します。

▼設定前 ▼設定後



下図のようなダミーデータを⽤意し、追加読み込みします。
集計対象となる項⽬にはデータを⼊⼒し、集計対象にならない項⽬は空欄にします。
基データに追加読み込みするため、下図のような「ﾒｰｶｰ名」以降の項⽬が空欄の場合は項⽬⾃体がなくても構いません。

下図のように、⾏番号をドラッグし⾏全体を選択し、[スポット集計]をクリックし、「実⾏」します。
（スポット集計の本来の機能は、指定した箇所に限定して再集計するものです。その機能を応⽤した対処⽅法です）

※列側の項⽬を固定する場合は、列番号をドラッグし範囲指定します。

実⾏後は表の⾒た⽬は変わりませんが、ステータスバーの左下に⾚字で「スポット集計中」と表⽰されます。

続いて、⾏項⽬名の領域で右クリックし表⽰されるメニューから「項⽬ロック」をクリックします。
（実⾏後は特に⾒た⽬は変わりません）



この状態でテンプレート登録→テンプレートファイルの保存を実⾏します。
このテンプレートを利⽤すれば、実績のなかった項⽬も空欄で表⽰します。

※　集計値セルの空欄に、無条件で「０」を表⽰するには、数値の表⽰書式で以下のように設定します。

0値の表⽰︓■表⽰する　　（■null値を含める） ▼設定後

各機能の詳細については、操作マニュアルを参照してください。


